
25.冷凍および空気調和装置
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冷凍および乍気調和川の機器ならびに装置の需要は,ここ数年問

順調な伸びをホしているが,38年度においては景気の恒1復とともに

39年秋のオリンピックをひかえ,機器,装経ともに大幅な進展を示

し,特に空気調和用の需要ほ飛躍的に増加したり

また洞内需要とともに海外輸肘についても,長年にわたる努ノノと

矧■-一'■の優秀性が認められ,38年度において,南アフリカ共和矧叫ナ

のターボ冷凍機3f子が納入されたこと,パッケージ形空気調和機に

おいては東南アジア方向への輸H-1の増加とともに,新たにイギりス

適合王国に対L･輸出が決定されたことは特筆に値する｡

38年度の技術l如こついては,冷凍隙でほ各機種ともに縮閉化が進

b与したこと,また各機苫詩では窟安の要望にこたえて機種の幣腑を子f

なうとともに性能改良カミ子fなわれたことがあげられる｡

25.1冷 凍 轢

38年度における冷淡頗の濡要は,jiを気の回復とともに各機種も帖

凋な伸びを示し,特に締閉形冷淡磯の進出が｢Ⅰだった｡

ターボ冷凍機は,39年秋の東方くオリンピックを一契機としてかも

しだされた建設ブームの影響で,磐詞用の需要が記録的な急伸を示

している｡この好機に,斬新な設計をとり入れた新形ターボ冷凍機

ほ,開放形RFおよび密閉形HCRともに本シリーズ中の実動の結果

はみごと好評を博している｡従来RF-1よりRf㌧8までの8椀種のシ

リーズをさらに1,000RTまでのばし,名古尾松坂辟納人用1,000RT

900kWを製作中である｡

【一方,HCRlより4の50へ′100RTまでは,仕込牛虎を進めてい

るが,このシリーズの人形化を図り,東京イースタンビル納入用

330RT330kWを製作した｡

冷暖房兼用あるいほスケートリンク用プライン冷却のものを始

め,化学+二業用低温ターボ冷淡磯も順調に伸びておr),輸出につい

ても南アフリカ,中南米方面より引き続き追加注文を受けており,

これほ日立製作所のターボ冷凍機の海外実績が満足にいっているこ

とを物語るものである｡

中形冷凍機は化学工業,舶用と新しい分野にも進出し,115mm

4気筒密閉形HMC冷横磯の完脚こより,さらに機種の充実が行な

われた｡

小形冷凍機ほおう盛な需要に止二じて,37年度を40%も上回る生

産実績をあげるとともに,新しく締閉形冷凍機を完成し,さらに広

範開の需要に応ずる態勢がととのった｡

中形冷凍機の応用製｢-Jr】-として開発されたチラーユニット(ヒート

ポンプユニット)は,冷暖房兼用が叶能であf),また取り付けが容

易であるなどの特長がかわれJド常な好評を博し,空調設備の分野で

著しい需要を示した｡

25.1.1ターボ冷凍鎖

最近の隼調設備はビルの新設とともに,欠くことのできないもの

となり,高層ビルの建設,さらに化学⊥業の急速な発矧土,ターボ

冷凍楼の需要を急増しているっ これらの需要にこたえて取り扱いが

容易で,特殊なオペレータを必要としない日立RF形およびHCR形

ターボ冷凍機ほ,その特長をいかんなく発揮して,着実に販路を拡

張してきた｡

なかでも特記すべきことは,従来40RTから100RTまでの小容

量の分野に活躍してきた密閉形(HCR形)ターボ冷凍機が,人容量

の分野にまで進出し,すでに東京イースタンビル納の330RT2台が

第1図 南ア‾フリカ納入の600RTターボ冷凍機

第2図 南アフリカ納人の

600RTターボ冷凍機制

御盤

完成し,その操作ならびに保寸の容易さ,低騒音,高効率,小据付

面積としてFi三日を集めている｡

一方,また広く海外に進FHしている口立ターボ冷凍機は,すでに

相当台数に達しているが,38年度は特殊用途として南アフリカ共和

国の金鉱坑内の冷房用として,500RT2台,600RTlf千と合計3

台のRF形ターボ冷凍機が納入された｡

第l図に南アフリカに納入されたRF形600RTターボ冷凍機を

示す｡

本鍵は鉱‥=勺の坑道の冷房という特殊な使用であるため,普通の

ピノし冷房用と異なF),次の点に考慮が払われている｡

(1)冷却水中に火薬の過酸化窒素が舵人するので蒸発器,凝縮

掛こは特殊材が使用されている｡

(2)冷凍容量が低‾Fすることなく年間連続運転を可能とするた

め,凝縮諸賢のフィンチューブは,運転中でも掃除ができるよう独

立した教室のフィンチューブ群を持っている｡

(3)坑内がi湿度100%のため,電気んいよすべて今閉防滴形を採

用している｡

今後ほこのように,冷凍枚を停止せず,しかも冷凍容量の低Fを

きたすことなく凝縮器のフィンチューブ内の汚れが清浄でき,さら
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にまた年間連続運転を行なう方法が

工業力廊に広くとり入れられていく

ものとして期待されているヮ

国内にふいてほ,38年10月にこの

ノ∫法がとり人れられたRF形500RT

ターボ冷凍機が某化ヴ】二場に納入さ

れ,快調に連続運転にほいってい

勺r､

ターボ冷凍機の制御方式は,50～

100RTの中容量周密閉形(HCR)に

ほ半｢l励および令l二†助方式,125-/

630RTの人容量日1開放形(RF)に対

してほ半r亡1J軌,1′1勤および令1]動力

ぺがあ/-jて,それぞれ‾工機にてッチ
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第4図 55kWチラーユニット(オープン形)

した日､1′二標準操作盤とLて仕草化を 第3周 4気筒115mm辞渦慨HMC冷凍機

千J二ない,この標準化された制御装i群

が｢叫勺ほもとより,海外にも1ムく輸出されるようにな/)た〔南7フ

リカ金鉱に納入した500RTおよび600RT ターボ冷淡機制御装粁

ほ,自動標準制御方式を採凧 ‾また地‾卜2,000nlに据えfirけられる

ため高批,高湿の周囲条件に対しても厳市な考慮が払われている〔

第2図ほ本給横磯1ilj御瀧を′Jミす∩

25.】.2 H仙C冷凍機

HMC冷凍機の用途は,依然とLでノ:ウ1も調和用がその過半数を【上i

〆)ているが一 年々良品,化一If:その他の二】二業十l-jのものが占める`割合が

増加する傾向にある丁

38年度のHMC冷凍機の一志要の動向を〃ミめすものとして以卜二,

三の例をあげて述べる〔

(1)船舶糊HMC冷凍機

川崎汽船株式会社が新造する5,500tのバナナ輸送船2豊分の

冷凍機10f}をこのほど受注Lた｡この輸送船の′ミナナ輸送方法は

従来の方法と異なり,船中の冷蔵樺に冷蔵して輸送するものであ

り,全船倉が冷蔵庫になっているものである｡使用する冷凍機ほ

75kWの170F8R-CW圧縮槻が1笠あたり5台で,これは容量

的にも船舶用として記録的なものである｡また,本棟ほ船舶用冷

凍機として,ロイドおよびNKの巾i規格の適用を受けるので,安

1ミ性および性能についてほ絶対后蝮のおけるものを製作してい

る｡

(2)二元冷凍装置用HMC冷凍機

防衛庁に納入される温度高度試験槽用に使用する冷凍装置をこ

のほど受拝した｡本葉帯により 2,800¢×6,000gの試験槽内の限

度を最低-65℃までに冷却するものであー),これほ従来のこの種

試験稗よF)非常に大きいのである(またこれに使用される冷凍装

粍も今までにない大容量のものであり,HMC冷凍機を使用した

二元冷凍サイクルが採川されることにな/)た｡二元冷凍サイクル

の低温側サイクルにほ冷媒R-13が使用され,虻縮枚としては

75kWの115F8Rが使用される｡また高批サイクルには冷媒

R--22が使用され,圧縮枚は60kWの115F8Rと60kWの115F4R

を2段サイクルに阻んで使用される∩

(3) 4気筒115mm密閉形HMC冷凍機の完成

115mm密閉形HMC冷凍機は従来6,8気筒の2傲種のみで

あったが,■今回新たに4気筒の密閉形HMC冷凍機を完成した｡

これにより115mm僻閉形冷凍機は4,6,8気筒が出そろい木

シリーズが完成したわけである｡

25.1.3 チラーユニット

最近の空気調和の方式は,冷水を機械宅で作り,これを建物の各

階あるいは各室に送って,そこに置かれた空気調和器により温湿度

第5図 3.7kWチラーユニット(パッケージ形)

調整を行なうことが多い｡チラーユニットはこの冷水製造装置をコ

ンパクトなユニットにまとめたもので,工場で冷凍サイクルを完成

したものを作り,据付現場における冷媒配管工事をなくし,据付工

事を簡単にさせる目的で作られたものである｡

本機ほシリーズとして3.7kWから75kWまで9機種をそろえて

いるが,圧縮機にはすべて半解閉形圧縮機を使用し,蒸発器にはイン

ナーフィンチューブを使用するなど,種々の新しい方式を採用して

おり,その結果性能を向上せしめ,さらに小形化することもできた｡

本機の特長は次に述べるとおりである｡

(1)据付工事が非常に簡単であるので,⊥事の工期と費用を従

来ノブ式よりずっと節減できる｡

(2)′J＼形にまとまっているために,据付面積がわずかですむ｡

(3)婚閉形庁紆機を使川しておF),防振支持を行なっているた

が),振動および騒音が少なく,また冷媒もれの心配もない｡

(4)安仝装拭および自動運転装『王が完備しているので人手を要

せず,また事故を人然に防1卜することができるっ

(5)ル戸水を使用できる場合は,冷暖房共通の乍調設順にする

ことができる｡この場合暖房と冷房の切り件えは,水配管の開閉

のムで簡rilに行なえる｡

25.1.4 小形冷凍機

37年度に引き続き38年度も多くの窟要があり,なかでも特に3.7

kW以上の′J､形冷凍機についてほ,tヒ産が間に合わないほどの盛況

を示し,37年度の130%を上阿る敵う!己実績を上げることができた(

小形冷凍機の用途ほ,一一般業務用冷蔵樺やショーケースほいうま

でもなく,坐気調和装置や桓温′llLt湿装置,極低温梧など多方面にわ

たっているが,低温韻域での便柑が一般化されているのは,見のが

せないことである｡
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第6図 二元冷凍方式による-75℃の極低温槽

止

第7図 -75℃極低温槽の機械室

以下,38年度に納人された小形冷淡機の妃二川例について述べる｡

(1)二元冷凍方式による梅低温槽

最近,科学技術の発達はめざまL･く,各産業および研究所では

極低温の必要性が高まり,航空絹機器や通信機器の低温試験や,

金属材料の低温熱処理など極低温利用はますます多くなってきて

いる｡今回川崎航空ユニ業株式会社岐阜製作所に納入された一75℃

の極低温槽は,高圧側に冷媒R-22の7.5kW FVV4-CW小形冷

凍横を,低圧側には冷媒R-13の7.5kW FVV4一-CW小形冷凍楼

をそれぞれ使用したいわゆる二元冷凍方式によるもので,-75℃

に冷却されたプラインのなかに航窄機用鋼材を段入Lて,これの

低温処理を目的とする冷却装群である1冷塊機にほ行程の保安装

置が完備され,完全自動運転で子‾fなわれるようにできている〔

(二2)転倒温度計検定†訓電温水槽

気象庁や水産庁そのほかの観測船が探海の水縦を測定するのに

用いられる転倒温度汀=土,温度精度が±0.05℃要求さjtるへ この

ほど気象庁に納入された転倒温度計検定用恒配水槽ほ,冷媒R12

による1.5kWFV2-AW′+､形冷淡機を使用したもので,～温度範州

は0℃から10℃であり,精度は±0.02℃に似持することができ,

ここにも技術の日‾在の篠秀さが‾i'川三され 各界の杵トlをけiびてい

る｡

25.2 空気調和用機器

38年度の空気調和用健一器の`蘇要ほ,37年碇を上回る伸びを示し,

特にパッケージ形空調楼においては､一般サービス業方面の需要の

ほか,一般車劫所,商店における需要が増え,詫;費が出産を上回る

結果となった｡また/くッケージ形二巨父調和機の輸出も積極的に行な

われ,東南アジア方面への輸出ととヰ,に,新市場としてイギリスへ

の輸出が決定したことほ特筆すべきことである〔

カークーラは日産セドリック用純正品としてダッシュ形ならびに

∠- ‾

竪二

評 論 第46巻 第1号

第と=ヌl転倒温度計検址朴卜[i温水脚

トランク形が製作駁ノノ亡され好辞を博した-

25.2.1パッケージ形空気調和機

38年度数売のハリナw-シ■形ソた気調和機は,37年度よりも飛躍的に

人きい機種の拡充を担1り,水冷式7機稚,ヒーートホンプ式2機種,

空冷式3擬穐を照子酎山一lとして′=卜座し,さらに特殊捕逸として,l-りょ

電信電話公社向■耳用のヘソナージ形空気調和機の6機種を加えて,

けi場の要求に卜分二たえうる態勢を附めた1

(1) 水冷式ノ､ソナーージ形窄端調和機

38年度販イ亡‾矧甘tのう乍〕で,3.75kW‖リノのRP-5()4およぴ5.5kW

王1リノのRP-754のデザインを一新して,さらに使いやすい製品に

改良した(.なおRP-504の什縮機は,全密閉形にしてあわせて軽

量化,騒音低減を図･つた｡

また22kW出力のRfし3003ハッケージ空気調和機は新製品と

しで市販し,ビル冷房の′くソナージ空気調布1機化に大いに役だっ

た｡

一一方,また凶l勺販売面におし､ては,岩気の後退にもかかわらず,

順調な伸びを示し､37年度をほるかに｢二[司る実績を確保し得た｡

輸桝面においても,東南アジアには37年度に倍する輸出台数の

増加を示し,さらにイギリス連合王国にも38年6月より輸出をは

じめ,アメ1_Jカ矧1｢-と対抗して販路を拡大している(

(2) ヒートホンプ式/くッケージ形乍気調和機

乍気調和機か1子†で冷り享と暖わプを兼用できれば,空気調和機の

利汀J率がいちだんと向_f二L,同時に冬期暖房でもも一〕とも低コス

トで人きな暖房効果が行らjtることは衆知の事実であるっ

第9図 RP-504ノミ､ソナージ 第10図 RP-502A空冷式パ

形空気調和機
ッケージ形空気調和機

…200
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口立製作所でほ,36年以来ヒートポンプ式パッケージ形空気調

和僚を生産し,その昔及に努めてきたが,この実績が認められ,

顧客に著しい反響を呼んだ｡つまり旅館,_t場,事務所など,新

規のツ真調計画にヒートポンプ式空気調和機が採用され,好評を得

ている｡

(3)空冷式パッケージ形空㌫も調和機

都市における水不足は,年々倍加してきている｡このため,

RP-502ÅおよびRfし752Aを増産し,都市の水不足に対処してき

た｡

また,1.5kW出力の空冷式コンソール形ア詫気調和餞は,その構

造がウインド形ルームクーラとパッケージ形空気調和機の特長を

組み合わせたものであるから,簡他に設置することができ,美容

院や理髪店などに大いに普及した｡

(4)特殊用途向パッケージ形空気調和機

日本電信電話公社の設備拡充計画に伴って,交換機室を空調す

る空気調和機の需要が多くなった〔日本電信電話公社では,これ

らのパッケージ形空気調和枚を,集中管理する制御盤を用いるた

め,標準形のものとは電気回路が異なってくる｡また空気調和機

に電気加熱器,温水加熱器などを組み込む必要もある｡日立製作

所ではこの点も考慮して,38年度からはさらに日本電信電話公社

向専用のパッケージ形空気調和機の生産を始めた｡

25.2.2 クーリングタワー

最近のビルブーム,工業用水謡要の哨人,ル水の使用制限など冷

却水不凪ま増々深刻化し,クーリングタワーの需要は増加の一途を

たどっている｡

日立製作所ではパッケージ形空去も調和機用からターボ冷凍機川ま

で広範開にわたり,小形,高性能な空調用クーリングタワーを標準

化して,各方面に納入して好評を博している｡

また特殊な性能を要求される工業用人容量,高温度差の構造物ク

ーリングタワーも,38年度は新設計により500′～50,000m3/hまでJム

範l卿こわたり標準設計を開発し,各方面に多数納入して好評を博し

ている｡

(1)標準形クーリンノダタワー

本標準形クーリングターフ-は,パッケージ形空気調機用として

適合するよう特に小形,高性能のクーリンダタワーとしてある∩

38年度は,特にRT-503を新機種として開発し,在来の製ふ1を

モデルチェンジしたRT-753からRT-2003に加えあわせて5機

種となり,それぞれ多方面に利用されている｡

(2)空調用クーリングタワー(大形)

本空調用クーリングタワーほ新しく日立製作所独特の充てん物

を採用し,小形軽量高性能化に成功したもので,カウンタフロー

第13図 空調用大形クーリングタワー

気 調 和 装 置

第11図 RP-752Hパッケー

ジ形空気調和機
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第12図 RT-503クーリング

タ ワー

ⅤⅩ形とクロスフローSHX形,HX形があり,水量25～500m8/b

の範囲の空調用としてHMC冷凍機,HCR形およびRF形ターボ

冷凍放と組み合わせ,用いられるものである｡また標準の空調用

以外にも広く各種プロセス川水冷却用などに適したものも製作し

ている｡

25.2.3 スプリットクーラ

家庭内の店間,寝弓ミなどの冷房や,分散した部屋を1台の冷凍機

で冷媒しようとする場合には,スプリットクーラが有効である｡

38年度は従来1.1kW形のものを製作していたのであるが,上述

の口的に合致させるために0.75,1.5kWの2機種とし,かつクーラ

ユニットの表面デザインも斬新なものとした｡

これらのスプリットクーラは,もちろんほかの擬縮器ユニットと

組み合わせ,多数の部捌こi設置たして冷房することも可能である｡

25.2.4 キャブクーラ

キャブクーラは従来製鋼工場用として,レードル･クレーン,ス

トリッパー･クレーンなどにもっぱら使用されていたが,38年度は

さらに安全衛生的な見地からその使用範開が広がり,圧延工場,鍛

造工場月]の天井クレーンにも納入した｡

これら庁延⊥場や鍛造工場の場合は,製鋼工場に比べれば周囲温

度は40℃程度で,それはど高くはないが,しかし一般機械工場な

どの作業現場から考えると,ほなはだしく作業環矧ま悪い｡これら

の条件を考えあわせて,38咋度は従来のRAK-753S,RAK-503Sの

はかに新しく2.2lくWのRAK-303Sを開発した｡

RAK-303Sは,特に圧延工場,鍛造工場および鋳造工場のように

周囲温度がそれほど上昇しないクレーンを対象にしたものであり,

今後大いに期待できる製品である｡

第14図 スプリットクーラのクーラユニット
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第15図 日産セドリック用ト

ランク形空気調和傲

立 評 論

第16図 RC-1803L形冷凍ショ
ー ケース

25.2.5 カ ー ク ー ラ

38年度のカークーラは,37年度に引き続いて,日産セドリック川

ダッシュ形空気調和機を製作するとともに,トランク形空災調不=幾

の販売も行なった｡さらに38年2月より発表された日産セドリック

スペシャル車用の空気調和機もダッシュ形,トランク形とも製作販

売を行ない,好評を得た〔

新機種として開発したトランク形空気調和機ほ,車のリヤートラ

ンクにクーラユニットを取i)付ける方式のもので,冷却速度が早

く,効果が大きい∩吐出風量が多くしかも将星であるなど瞭糾こ好

評を博しているっ

また,セドリックスペシャル中川の空気調和機は,新車の発売と

同時に純正品として販売した製品であるが,取り付けの容易さ,取

り扱いの簡便さなど,串の豪華な点と和いまってこれまた大いに製

品の優秀さが認められている｡

25.3 冷凍機応用製品

冷凍機応川軌l‖■.も年々新機種が開発され,内容鮎も′J､形上り人形

のものへ,用途もショーケース煩においては,叫こ従火のアイスク

リームや,′卜乳その他清試(飲料などのぴん類貯蔵より,巣物,チョ

コレート,菓子,アンプル,乳製ん-l,ハム,ソーセージなど多種多

様にわたる一般食品の貯蔵用あるいほ陳列販売用として要求され,

その需要はますます増加の一途をたどっている｡38年度における日

立製作所の販売枚積も20数機種におよび､特にアンプル別の′J､形パフ

蔵ショーケース,スーパーマーケット用の大形エアーカーテン式オ

ープンショーケース,冷水熱水同時使用可能のボトルタイプウオー

タクーラやSCRインノミータと組み合わせた直流電源の急行列車川

ウォータークーラなどの新製品は,本年度の目立技術の成果を遺憾

なく発揮したものといえる｡

すなわち,RC-403M形冷蔵ショーケースほ,店頭のカウン/クー

台に置くことのできる三方ガラスの特殊小形冷蔵ショーケースで,

露付防止ならびにその処理の特殊構造や陳列効果のある表面デザイ

ンは特に業界の托目のまととなった｡またRC-4703L形冷凍シコー

ケニスは,冷風循還式エアーカーテンオープンショーケースで,タ

イマと,温度調節器の作用による完全自動除霜方式を採用している｡

RW-1253B形ボトルタイプウォータクーラは冷水,熱水が同時に出

るわが国最初の製品で,会社,銀行,商店などのオフィス用として

将来大いに発展の期待できる新製品の一つである｡

そのほかRC-1603M,RC-2303M,RC-603B,RC【1103B,RC-

2303Bなどいずれも市場の好評を博した新製品で活発なる業界の需

要にこたえた｡

25.3.1冷凍ショーケース

(1)RC-853L,RC-1103Ⅰノ形冷凍ショーケース

従来の冷凍ショーケースに改良を加え,新機種としで巾駁した

第46巻 第1号

第17図 RC-403M形冷凍ショ
ー ケ‾- ス

第18同 RC-1103M形

冷蔵ショーケース

節19図 RC-2303M形

冷蔵ショーケース

もので,扉を二分割にして取り扱いを優にするとともに両側面に

ディスプレイポールを取り付けて熊ホ効果を一層良好にした｡こ

のほか透脱窓,照明灯,ランプスイッチ椚造などにも改良を加え

た｡

(2)RC-1803L形冷淡ショーケース

従ユーぐの冷奴ショーケースに大幅な故山を加え,新偶造を取り入

れて新機硬としてTm坂したもので,特に引戸レール排水構造,引

戸鍵(かぎ)構造の追加,およびショーケース本体の手掛H‾の追加

によりショーケースの取り壊いはいっそう便利になった｡なおこ

の他にショーケース両側面にディスプレイポールを追加しで帳示

効果を向_Lせしめるとともに,引戸構造,カウンターテーブル構

造,スライド偶造などの改良も行なった〔

35.3.2 冷蔵ショーケース

(1)RC-403M形冷蔵ショーケl一ス

木ショーケースは店頭のカウンタ台または他のショーケースの

上に昌ア亡いて使和する小形軽量の冷蔵ショーケースで,1三として薬

■L.デー,チョコレートなどの菓子類の販売に適するように設計されて

いる〔その特長としては正面,側面,背面の三面が透視窓になっ

ているので,従来のショーケースに見られないすぐれた展示効果

を持っていること,透視窓にi疑節する空気中の水蒸気はベース内

に集められて排水され,またそのほかの化粧枠(わく),ベース底

面にはコードヒータを入れて水蒸気の凝縮を防ぎ,カウンタ台へ

の水滴落下を完全に防止した梢造を採用したこと,ショーケース

上部にアルミエッヂ付の広い合成樹脂製のテーブルを取F)付けて

展示販売の俊を囲ったことなどである｡

(2)RC-1103M形冷蔵ショーケース

昨年市販して好評を博したRC-1102M形に改良を加えたもの

で,ランプケース上吾郎こアルミエッヂ付の大形テーブルを追加し,

かつ正而に温厚表示板を取り付けてデザインを豪華にするととも

に取i)扱いを附こしたものである｡

ー202
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(3)RC-1603M,RC-2303M形冷蔵ショートース

ショーケースは年々人形化の傾向iこあり,二の詫‡安を満たすた

めに設計されたもので,内容積ほ160Jと230Jである∩ その特長

としてほ,分割取りほずし可能な棚(たな)網三段に牛乳が貯蔵で

き据付面積が小さいのに大きな貯蔵量を持っていること,たな網

全段が容易に遠視でき,周囲に金山の化粧わくをつけた大形の透

視窓を取り付けたこと,ランプナースをかねた大形のトップテー

ブルをつけて展示販売に使利iこするとともに,デザインをいっそ

う虞華にしたこと,扉はショーケース背面に縦長に取り付(･十て貯

蔵品の取り扱いを容易にし,ネジを見えないようにした化粧わく,

ガスケットの使用によりスッキリしたデザインにしたことなどで

ある｡

25.3.3 オープンショーケース

最近,スーパーマーケットなどを小心としてセルフサービス方式

による販売が漸次多くなってきているが,二の帆｢りカミ冷淡シ｡-ケ

ースにも及んできた｡RC-4703L形冷淡シ+-ケースは,この日的

のために日立製作所が始めて市販Lたエフ7-カーテンメ(の冷凍用オ

ープンショーケースで,常時開放状態で使用できるようにしてある

うえに前面に大きな遠視:窓を設けているので,止き示販売ともにすぐ､

れている最も豪華なシ+-ケースである｡その特長としては,貯戯

室底部に取り付けた蒸発旨芹を通して棟内の冷風を循環するようにし

てあるので,貯蔵品は均一した低温に保持されること,雌内空立川-

の水分ほ蒸発器に付着するために庫J勺はいつも佗燥して衛生的な状

態になっていること,蒸発詩語の除熟まタイマと温度調節才詩により1

日1回自動的に行なわれ,いつも最良の冷却能力を発押するように

なっていることなどである｡

25.3.4 冷水ショーケース

37年度においてRB-1102A.Bボトルクーラを製作したが,ビー

ル′などの冷却販売の需要が急激に増加したため,冷却水を媒体とし

てびん,権詰などを急速に冷却する冷水ショーケースとして,新た

にRC-1103B形,RC-2303B形およひRC-603B形の三機種を製作

した｡これらは従米のボトルクーラと異なり,上面扉に透明強化ガ

ラスを用い,販売台兼用のj弼明用蛍光灯により腿示効果を高めてい

るほか,水槽などには最高級ステンレス鋼板を使用し,さびの防止

に十分注意を払い,運搬移動川臼在中輪,王冠抜き,王冠受けおよ

びフキン掛けなどの付属品を完備して,実用上の使いやすさを主眼

とした｡性能はいづれも平均びん1勺液温6℃まで冷却可能である｡

(1)RC-1103B形

冷却方式は循駄ポンプを用いた冷却水循環方式で,下部鹿械主

に冷凍装置をすべて集め,水系統配管の接続をほすすだけで簡単

に水槽を分離できるはか,水槽および卜部冷却タンク(熱交換器)

のおのおのにドレンパイプをもうけ,水の入れ替え,泊綿などを

!
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第20図 RC-4703L形冷凍ショーケース

空 気 調 和 装 置 203

容易にLている｡外観は本体上部山側に販売台兼用ランプケース

を備え,びんなどの出し入れに便利である｡なお本棟の収容能力

ほビール人びんで約65本となっている｡

(2)RC-2303B膨

冷却方式および内部構造はRC-1103B形と同様であり,ビール

大びんを約135本一度に冷却できる｡

(3)RC-603B形

冷却方式ほ水槽内邦に熱交換詩語およぴアジテータをおいた冷却

水投打方式であり,両端に販売台を有している｡循環方式に比較

して水槽内-.邪の温度差は多少つくが,実用上はさしつかえなく,

州糾祐造が簡‡如こなり,保寸サービスが容易である｡ビール人び

んを約32木収納できる〔_〕

以上のような三機種の冷水ショーケースをて担作販売し,現在各

ノお安先においてその性能の優秀さと実川性に対し,冷機応用観官-

の新執Tl-1として多大の好評を博している｡

25.3.5 ウオータクーラ

37年庭坂元のRW-1252P形に比べ,38年度製品のRW-1253P形

ほ外観意匠および実用取扱面で‾‾F▲記の改善を行なった｡

(1)銘板兼用の電源表示ランプを本体前面に設置するとともに

には明るいツートンカラーを採用した｡

(2)流水弁操作が足踏ペダルおよび上部押ボタンのどちらでも

できるようになった｡

(3)飲用冷却水の飛水距離を水圧に従い,日由に調節できるよ

う子もとで簡単に口径を変えられる新しいノズルを取り付けた｡

(4) コップ使用の際のグラスフィラおよびコップ置きスタンド

を注文上坂売品として用意した｡

25.3.る ボトルタイプウオータクーラ

ウォータクーラの新機種として,RW-1253Bボトルタイプウォ

ータクーラを製作販売した｡本棟は従来のプレッシャタイプと異な

り,水道配管に接続する必要がないほか,下記のような特長を有し

ている｡

(1)冷水だけでなく60～85℃の範翔の潜も同時に供給すること

ができる｡

(2)上部に貯水タンクを備え,一度の給水でコップに約100名

分の冷水および湯が取り出せる｡

(3)貯水タンクの水が少なくなれば,フロートにより自動的に

冷凍機およびヒータが切れるとともに正面の給水表示ランプが点

灯し,給水の必要を知らせる｡

(4)冷凍機のほかにヒータにも温度調節器がついているので前

項のフロートと相まって空やきを防ぎ,二重安全装置となってい

る｡

(5)使用ずみの排水は,ホースによって外に導くかあるいほ排

第21図 RC-1103B形冷水ショ 第22図 RW-1253Bボトルタイ

ーケース プウォータークーラ
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水バケツにうけるかのいづれでも可能であり,排水バケツには満

水表示装置があって外部から満水状態を知ることができる｡

(6)貯水タンクおよびクーラタンクはアルマイト仕上げ高級ア

ルミニウムを使用し,ヒータタンクにほ最高級18-8ステンレス鋼

板を使用しているのできわめて衛生的である｡

(7)顧客の好みにより紙コップが使用できるよう,注文販売品

としてコップスタンドが用意され,本体に取り付けられるように

なっている｡

本機の用途は冷水,湯をそのまま使用するはか,インスタント食

品,ジュースの稀釈用などとして,会社,銀行,商店や各種サービ

ス業などで今後いっそうの需要の伸びが期待されるものである｡

25.3.7 車両用ウオータクーラ

国鉄急行列車(直流電源)に積載するため,従来市販されていた

RW-1252P形ウォータクーラと,口立製作所日立t場で新たに開発

したSCRインバータを組み合わせ,構造的にも車両振動を考慮した

ものに改造し,国鉄に納入した｡本機に用いている変流用インバー

タは,供給電源の電圧変動が大きいため独白の補依回路を有し,ま

た冷凍機の圧縮機のごとき誘導負荷に対して,SCRインバータを用

いた最初の試みとして大いに托目に値いするものである｡

そのほか,国鉄特急同定級友中内用ウォータクーラ角形および扇

形を従来に引き続き｢みずほ+用として製作した∩

25.3.8 除 i昆 機

37年庭坂売のRD-1252形に対し,38年庭執1√-のRD-2003形は除

湿性能向上を意図し,次の改良を行なった｡

(1)圧縮機電動椀を従来の125Wより200Wに変更した｡

(2)蒸発器を従来のフィン付パイプ形から裸管コイル巻き形に

変更し,除湿効率をよくした｡

(3)水受容器を板戸)だす際の後カバーのとりはずし操作を筒音担

にした｡

これらの改良により除湿性能は従来の350cc/hより一躍420/500

CC/h50/60c/sに向上した｡その他の仕様についてはほとんど変更

はなく,優美な外観および実用取り扱いの便利さと相まって,今後

さらに急激な需要の増加が見込まれるものである｡

25.4 冷凍および空気調和装置

38年度における冷凍装置,空気調和装置の需要は前年度以上の伸

びを呈し,特にLPガス設備の需要は自動車燃料としての普及にと

もない急激な伸びを示し,新たに開発した目立LPガススタンド設

備は好評を博し,LPガス基地とともに今後大きく期待できる製品

となった｡

また,空気調和装置を主体とするビル設備の伸びは特に著しく,

総合メーカーとしての特色を生かした日立製作所のビル設備はその

優秀性が広く認められ順調な伸びを示した｡

25.4.】LPガススタンド

LPガスを白動車燃料に利用することは,すでにアメリカならび

にヨーロッパでは実現されているが,わが国でもLPガスの普及と

相まってクローズアップされてきた｡その理由としては

(1)燃料費がガソリンに比べて40～50%安い｡

(2)排ガス中に四鉛化エチル,一酸化炭素などの有害ガスがな

いため,トンネルI札 都市内の衛生によい｡

(3)オクタン価が高く,エンジンの圧縮比が高められるので,

出力が増大し,ノッキ･ングがほとんど起こらない｡

(4)エンジンオイルや点火プラグが汚れず,エンジンの寿命が

ガソリンエンジンの3～4倍になる｡

などがあげられる｡

弟23図は日通液化ガス株式会社江戸川基地に納入した横形LP

第23図 銭形LPガススタンド
(日通液化ガス株式会社江川lは⊆地)

⊃三淘照準
や軒繋冤

寮

第24図 LP ガ ス ス タ ンド

(セントラル石油株式会社川崎共同タクシー給油所)

ガススタンドの外観である｡装置の系統はLPガスを貯蔵するタン

クからLPガスポンプでディスペンサ(LPガス計量器)に送りこ

み,それを充てんホースで自動申のLPガスタンクに充てんするサ

イクルからなっている｡

LPガスの貯戚タンク容量は3～5t(幾何容積7.05～11.75m3)の

ものが多い｡

第24･図はセントラル石油株式会社川崎共同タクシー給油所に納

入したLPガススタンドの外観である｡この特長は次のとおりであ

るっ

(1)タンク,ディスペソサ,ポンプ,モータなどが共通架台に

まとめ,コンパクトにできている｡

(2)LPガス貯蔵タンクを立形にし,据付面積が小さい｡

(3)LPガスの計量は容積計量であるため,温度変化に対する

補正を自動的に行なうようにしてある｡

(4)危険性がまったくないよう保安装置i･こは万全を期してあ

る｡

25.4.2 空気調和装置

空気調和装置を主体とするビル設肺関係(空調,衛生,電気)の

需要の増人に伴い,38年度における空気調和装置ならびにビル設備

の受注実績はきわめて順調な伸びを示し,総合メーカーとしての特

色を生かした日立製作所のビル設備は好評を博している｡

38年度受注,納入したおもなものはビル関係では小町急百貨爪,

イースタンビル,東京プリンスホテル,日本信販本社ビル,外苑会
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第25図 小[臼 急 口 田 柄

館,日立造船株式会社本社ビルなど,また工場旧繰でほ小西六写真

工業株式会社八二卜千‾T二場,日本レイヨン株式会社′j▲二瓶剛奇丁場,

三共株式会払■㍍川卜工場,明治製娘株式会社足柄分工場,田辺製薬株

式会社人阪工場などである｡

また新たに塩化リチュームを使用するアた対空ヒートポンプ式空気

調和装羅の某ビルに対する試作試験も光成L,ド†蛸仙な桝ノノ式ソ㌍気

調和装置として今後の開発が脚得できる｡

25.ん3 ビル用空気調和制御装置

最近の大規模なビルディングにおいてほ,空気も調和設備ほ経済的

に運転するよう日動制御するとともに,ビル受変息‾馴fi,律仁l三捌r台

などを一括して能率よく監視するため,焦中監鮎て刷御する方式が多

く採用されるようになった｡電子管式空気調和日動制御装掛こより

温,湿度日動制御を行なうとともに,ビ叫勺坐気調和系統をグラフ

ィック盤で模擬表示し,機一旨旨シンボルは照光し故障の際は点滅して

監視者に警根するから全系統の運転状ナ別ま一瞥して確実には捏でき

るものである｡策2d図はイースタンビル納入の?た気調和および衛

生設備集中監視f別御盤を示す｡

25.4.4 空気調和装置自動制御用鎖器

近年,空気も調和は著しく普及し,それに伴って=軌道転するため

の制御用楼器の発展,発達にはめざましいものがある｡これら空気

調和装置自動制御用機附こおいては,各機一語旨の性能の向上と価格の

低減を目的とした改良および,よりよい制御をl+指しての多種多様

な計装に応ずるべく,種々の特に補助機ミキ:‡の開発が行なわれた｡

(1)電子管式調節計

電子管式調節計でほ,VB31-E,VB51-E形電子管式調節計の改良

形としてVB3之一E.,11,01,VB5ヱーE叫1形電子管式限度調節計,VB5Z-

EH｡形電了･管式湿度調節計が開発された｡これらの調節計は空気

調和装檻とそれに付帯する熱交換語注などの温湿度をON-OFFま

たは比例制御するためのものである｡プリント配線化したトラン

ジスタ増幅器を含むいくつかの標準ユニットで偶成され,取り扱

いの容坊な信節度の高いものである｡

(2)温湿度発信器

Z巨気調和装置専用のCll｡｡-A,B,DCll｡｡-A形そう入用温度発信

器が開発された｡これらの温度発信器ほダクトなどの薄板構造物

に取り付けやすい軽量小形で,広い取付基板を指つものである｡

AH503形湿度発信器用としてLR40_65形感湿素J二が40～65%

RHまで5タg RH間隔で用意された｡VBぅ2-EH｡形電子管式湿度

調節計と組み合せて0.5クg RH以_1二の感度で汁ほを精度高く制御

できるものである｡

(3)補助機器

おもな祁助機詩語として,コントロール･モートルによって動か

気 調 和 装 置

第26岡 イースタソビル納ワ宜気調和および

衛生設愉紫中監視制御盤

第27図 VB32-El形電子管式

温度調節計
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第28岡 Ⅹ-EACl形コント ロ

ール,モートルと組み合わせ
たⅩ-MS6形ステップコント

lコ ー‾

フ

される允 ダンパなどの開度を遠隔指示するためのS72形閑度指

示計,電磁弁,韻熱器などを多段ON-OFF制御するためのⅩ一

MS2～.0形ステップ･コントローラ,およびⅩ-･SCo,1形手動操作

器,Ⅹ-･SSl～3形遠隔設定器などが新たに用意され,各種の広範開

な要求に応ずることができるようになった｡

25.5 暖 房 機 器

36年度より本桁的に量産販売に着手した口立温風暖房機は,すで

に全国各地に広く普及し,その性能,デザインなどについて,各方

面より真価が認められ,37勺二度は品切れ状態となる好調な実績を示

した｡

そこで,38年度は市場の宗要増加に応じるため,従来から最も市

場性の高いPT-30形およびPT-45形の2機種を,種々改良設計し

たHP-30形(放熱量30,000kcal/h)およぴHP-45形(放熱量45,000

kcal/h)を増産するとともに,37年度小形汎用新棟種として開発し

たPT-20形も性能,機能をはじめ,外観デザインの改良を加えて

HP-20形(放熱量20,000kcal/b)として本格的量産を行なった｡こ

のほか,ダクト中用の大形機としてHP-125形(放熱量125,000kcal/

h)の開発を行なった｡

(1)HP-30,HP-45形(第29図参照)

この2機種は,全自動運転方式による強制式熱交換形油だき温

風暖房機で,外観デザインおよび性能ともに,従来の一般市場品

の概念を改め,空気調和故なみの高級化を行なったものであり,

国内温風暖房機の最先端をゆくものである｡

外形はパッケージ形としてあり,ダクト接続も可能のほか暖房,

加音湿,換気,除じんおよび夏期送風運転などの広汎な空調機能と

国内最高の熱効率を有している｡
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第29図IiP-45形温風暖房機

立 評 論

第30図 HP-20形温吼暖房橙

(2)HP-20形(第30図参照)

独特なロータリ,ウォール,フレーム,オイルバーナを備えた

簡易油だき温風暖房枚で,着火ほ自動方式にしてあり,熱効率も

一般市場l謀の大形機よりすぐれ,しかも小形で運転静粛のため,

小部屋用として好適なものである｡38年度は,燃料タンクの容量

を大にし,外観デザインもモダンなものに一新した｡

(3)HP-125

この機種は,原理的にはHP-30,Hfし45形と,ほぼ同一である

が,放熱器にステンレス･ローフィンチューブを使用して一段と

高熱効率なものとしてお声),鵡力なシロッコフアンを備えている

ので,ダクト専用機として使用できる｡

以上の4椀種を38年度ほ生産したが,これら日立温風暖房機は運

転経費,設備費,暖房効果ともに,従来の蒸気,温水および電気暖

房方式に比べてすぐれ,運転も静粛であることなどのため,工場,

事務所はもちろんのこと一般事務室,銀行,商店,劇場,ホテル,

喫茶店などに採用され好評を得ている｡

25.占 エレクトリックエアークリーナ

38年度は空気調和におけるエアークリーナの必要性がますます広

く認識されるようになり,セントラル方式に利用されるHB形およ

びHA形エアークリーナの大口受注が増加してきた｡この期待にこ

たえて日立製作所独自の総合技術を生かして,さらに性能向上を図

り,拡販態勢を整えた｡

新製品としては日立パッケージ形空気調和磯と簡単に直結できる

VBP形エアークリーナを開発し,HBP形とともにパッケージ用エ

アークリーナのシリーズを完成した｡また業務用小形エアクリーナ

HDE-8も完成した｡

25.占.1V8P形エアークリーナ

日立パッケージ形空気調和機のうち,比較的小容量の3.75,5.5,

7･5kWと直結し,ユニット方式として使用する｡室内に設置される

ので空気調和機正面のデザインをそのまま生かし,エアークリーナ

は背面に極力うすく直結できるようにくふうされている｡したがっ

て,気流方向はHBP形と異なり上部から吸い込む垂直形になって

いるので,空気調和磯を壁面からわずか46cm離すのみでよい｡

第46巻 第1号

叫宅屯主L_.ゲ

第31図 VBP-75形エアークリーナ結合例

第32図 HDF-8形エアークリーナ

空気調和磯との結合例ほ弟31図に示すとおりである｡上部吸込

口はリターンとして使用するが,側面からは外気を取り入れること

もできる｡

VBP形エアークリーナにはVBP-50,VBP【75,VBP-110の3機

種があり,処理風量はそれぞれ50,75,110ma/minであって85%

以上の集じん効率を有する｡なお捕焦したちりやはこりは自動洗浄

が行なえるので取り扱いは容易である｡

25.る.2 HDト8形エアークリーナ

HDF-8形エアークリーナは15～45m2(5～15坪)の室内空気清浄

に適する小形の電気式空気清浄装置である｡風量は約8m3/皿inを

処理し,99%以上の清浄効果を有する｡

外観は第32図に示すとおf)であり,空気は正面グリルから吸い

込まれ,約7メッシュの金網で前処理を行ない,電極で清浄化され

そしてフアンより負イオン発生装置を経て上部吹出口から吹き出さ

れる｡吹出し空気は陰じん,除菌され,負イオンを含むので健康で

快適な室内空気が得られる｡

本装置は,小形軽量で騒音が低く,しかも消費電力が少なく,そ

のうえに電極ほ安全で簡単に洗浄できるので,性鼠 取り扱い,維

持費とも電気式フイ′レクとしてのすぐれた特長を有している｡

上述以外のおもな仕様は次のとおりである｡

使用電源

外形寸法

消費電力

重 量

100V 50/60ヘノ

390Hx565Wx385J

約70W

34kg
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